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１．組織の概要等 

（１）事業所名及び代表者氏名・・・株式会社大栄クリーナー 

代表取締役  高島 一義 

（２）所在地        ・・・〒731-3169 

広島県広島市安佐南区伴西三丁目 8 番 1 号 

Tel 082-849-5374 

Fax 082-848-7500 

（３）認証対象範囲     ・・・一般廃棄物収集運搬業、産業廃棄物収集運搬業及び

中間処理業、資源リサイクル業務 

（４）環境管理責任者    ・・・管理部 恋河内寛 

連絡先 池元一之 

E-mail kazuyuki-ikemoto@daiei-cleaner.co.jp 

（５）会社創立       ・・・昭和 55 年 7 月 7 日 

（６）資本金        ・・・30,000,000 円 

（７）事業所（事業概要）  ・・・本社 広島県広島市安佐南区伴西三丁目 8-1 

石内車庫 広島県広島市佐伯区五日市町石内 3363-5 

玖島車庫 広島県廿日市市玖島字泉水 4532-2 

FOR YOU 城山倉庫 広島県広島市佐伯区城山一丁目 

         13-32 

 

（８）事業の規模 

①従業員数 89 名 

②売上高（百万円） 

 

 

                  

 

 

 

 

 

  

期 売上高 

平成 30 年 3 月 759 

平成 31 年 3 月 843 

令和 2 年 3月 912 

令和 2 年 9月 904 

令和 3 年 9月 906 

令和 4 年 9月 905 

令和 5 年 9月 1,000 
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③収集運搬実績 

 ⅰ）産業廃棄物 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⅱ）特別管理産業廃棄物 

 

 

 

 

 ⅲ）一般廃棄物 

 

 

 

 

 

 

 

④中間処理実績 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単位 R2.10～R3.9 R3.10～R4.9 R4.10～R5.9
t 151.69 452.18 666.73
t 1,472.41 2,859.82 3,399.48
t 2.63 9.09 13.51
t 1.89 3.78 0.69
t 0.00 0.00 0.00
t 0.00 0.00 0.00
t 7,515.86 5,346.71 5,197.13
t 786.23 474.00 404.38
t 3,057.94 1,489.63 2,121.02
t 0.87 0.00 1.00
t 441.82 162.78 149.18
t 4,951.78 3,949.69 4,501.63
t 2,538.19 1,122.89 1,189.33
t 137.09 318.10 505.80
t 110.93 75.68 270.77
t 1,611.61 1,724.10 2,096.39
t 13.30 9.10 182.24
t 0.88 1.13 12.82
t 0.00 22.00 56.87
t 22,795.10 18,020.67 20,768.97

水銀使用製品産業廃棄物
廃石綿等

合計

金属くず
ガラス陶磁器
廃石膏ボード
がれき類
建設混合廃棄物
石綿含有産業廃棄物

廃アルカリ
廃プラスチック類
紙くず
木くず
繊維くず
植物性残さ

廃棄物の種類
もえがら
ばいじん
汚泥
廃油
廃酸

単位 R2.10～R3.9 R3.10～R4.9 R4.10～R5.9
t 0.00 22.00 56.87
t 0.00 22.00 56.87

廃棄物の種類
廃石綿等

合計

単位 R2.10～R3.9 R3.10～R4.9 R4.10～R5.9
t 7,003.00 6,938.00 6,637.50
t 100.00 0.00 0.02
t 0.00 142.00 141.96
t 24.00 0.00 0.00
t 321.00 232.00 334.64
t 7,003.00 7,312.00 7,114.12

不燃（広島市）
プラごみ（広島市）

廃棄物の種類
可燃（広島市）

合計
廿日市市
資源（広島市）

廃棄物の種類 処理方法等 単位 R2.10～R3.9 R3.10～R4.9 R4.10～R5.9
廃プラスチック類 破砕 t 6,193.00 5,179.11 5,298.75
紙くず 破砕 t 847.00 744.69 608.39
木くず 破砕 t 3,894.00 1,996.67 2,465.73
繊維くず 破砕 t 1.00 1.00
動植物性残さ 選別 t 202.00 154.34 135.72
金属くず 破砕 t 5,078.00 4,093.20 4,601.05
ガラス陶磁器くず 破砕 t 1,981.00 1,268.16 1,339.46
廃石膏ボード 破砕 t 97.00 371.60 588.69
水銀使用製品 破砕 t 0.00 1.13 0.93

t 18,293.00 13,808.88 15,039.71合計
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⑤中間処理後の産業廃棄物排出量 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥中古品の買取・販売量 

 

買取量 1,182,560 円 

販売量 3,505,493 円 

  

 

 

 

 

 

 

 

内訳 単位 R2.10～R3.9 R3.10～R4.9 R4.10～R5.9

排出量 t 1.15 1.27 1.34
中間処理量 t 0.12 0.00 0.00

うち再資源化量 t 0.12 0.00 0.00
最終処分（埋立）量 t 1.03 1.27 1.34

排出量 t 0.04 0.00 0.00
中間処理量 t 0.04 0.00 0.00

うち再資源化量 t 0.04 0.00 0.00
最終処分（埋立）量 t 0.00 0.00 0.00

排出量 t 0.11 0.00 0.00
中間処理量 t 0.11 0.00 0.00

うち再資源化量 t 0.05 0.00 0.00
最終処分（埋立）量 t 0.06 0.00 0.00

排出量 t 0.07 0.47 0.37
中間処理量 t 0.07 0.47 0.37

うち再資源化量 t 0.02 0.00 0.00
最終処分（埋立）量 t 0.05 0.00 0.37

排出量 t 0.18 0.15 0.14
中間処理量 t 0.18 0.15 0.14

うち再資源化量 t 0.18 0.15 0.14
最終処分（埋立）量 t 0.00 0.00 0.00

排出量 t 0.92 5.05 5.21
中間処理量 t 0.71 5.00 5.21

うち再資源化量 t 0.71 0.62 4.60
最終処分（埋立）量 t 0.21 0.05 0.06

排出量 t 0.79 0.00 0.00
中間処理量 t 0.79 0.00 0.00

うち再資源化量 t 0.79 0.00 0.00
最終処分（埋立）量 t 0.00 0.00 0.00

排出量 t 1.21 2.00 2.47
中間処理量 t 0.67 2.00 2.47

うち再資源化量 t 0.67 0.10 2.30
最終処分（埋立）量 t 0.54 0.00 0.17

排出量 t 0.00 0.37 0.59
中間処理量 t 0.00 0.37 0.59

うち再資源化量 t 0.00 0.37 0.59
最終処分（埋立）量 t 0.00 0.00 0.00

排出量 t 0.00 0.00 0.00
中間処理量 t 0.00 0.00 0.00

うち再資源化量 t 0.00 0.00 0.00
最終処分（埋立）量 t 0.00 0.00 0.00

総排出量 t 4470.55 9315.00 10110.44
中間処理量 t 2685.09 7995.00 8770.99

うち再資源化量 t 2580.00 1246.00 7622.85
最終処分（埋立）量 t 1889.45 1320.00 1945.09

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類

廃油

木くず

石膏ボード

水銀使用製品
産業廃棄物

合計

項目

ｶﾞﾗｽ・陶磁器くず

がれき類

金属くず

紙くず

動・植物性残渣
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（９）主要設備 

① 保有車両          ・・・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 保有重機等         ・・・ 

 

 

 

 

③ 積替保管施設 

ⅰ）広島市産業廃棄物収集運搬業許可における積替保管施設 

所在地：広島県広島市安佐南区伴西三丁目 8-1 

産業廃棄物の種類 構造 処理の能力 

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類（廃ﾌﾟﾘﾝﾄ

配線板、廃容器包装を

含み、自動車等破砕物

及び特別管理産業廃棄

物であるものを除く） 

ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙｺﾝﾃﾅﾊﾞｯｸﾞ 

（ｺﾝｸﾘｰﾄ床面） 

保管面積 1 ㎡ 

保管容量 1 ㎥ 

２ｔパッカー ― 26 台 

４ｔパッカー ― 1 台 

中型パッカー ― 1 台 

軽ダンプ ― 1 台 

２ｔダンプ ― 15 台 

３ｔダンプ ― 1 台 

大型ダンプ ― 1 台 

２ｔ脱着コンテナ ― 2 台 

３ｔ脱着コンテナ ― 2 台 

４ｔ脱着コンテナ ― 8 台 

大型脱着コンテナ ― 3 台 

トレクス ― 1 台 

大型平ボデー ― 1 台 

２ｔクレーン付トラック ― 1 台 

４ｔクレーン付トラック ― 1 台 

７ｔクレーン付トラック ― 1 台 

４ｔクレーン付ダンプ ― 1 台 

中型ヒアブ ― 1 台 

２ｔ箱バン ― 1 台 

１ＢＯＸ ― 2 台 

バン ― 1 台 

合計  72 台 

油圧ショベル ― 2 台 

フォークリフト ― 2 台 

ホイルローダー ― 1 台 

トラックスケール（計量器） ― 1 基 
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がれき類（特別管理産

業廃棄物であるものを

除く） 

床：ｺﾝｸﾘｰﾄ 

壁：ｺﾝｸﾘｰﾄ 

屋根：鋼板折板葺 

保管面積 13.44 ㎡ 

保管容量 9.4 ㎥ 

金属くず（廃ﾌﾟﾘﾝﾄ配

線板、廃容器包装、鉛

蓄電池の電極、鉛製の

管又は板を含み、自動

車等破砕物及び特別管

理産業廃棄物であるも

のを除く） 

ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙｺﾝﾃﾅﾊﾞｯｸﾞ 

（ｺﾝｸﾘｰﾄ床面） 

保管面積 1 ㎡ 

保管容量 1 ㎥ 

木くず（特別管理産業

廃棄物であるものを除

く） 

ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙｺﾝﾃﾅﾊﾞｯｸﾞ 

（ｺﾝｸﾘｰﾄ床面） 

保管面積 1 ㎡ 

保管容量 1 ㎥ 

汚泥（判定基準に適合

しないものは含まな

い） 

金属くず（廃乾電池に

限る。これらのうち水

銀使用製品産業廃棄物

を含む。） 

 

ペール缶 保管面積 0.36 ㎡ 

保管容量 0.02 ㎥ 

汚泥（判定基準に適合

しないものは含まな

い）（水銀使用製品産

業廃棄物、水銀含有ば

いじん等を含み、特別

管理産業廃棄物である

ものを除く。） 

 

ドラム缶 保管面積 2.16 ㎡ 

保管容量 1.2 ㎥ 

   

ⅱ）広島県産業廃棄物収集運搬業許可における積替え保管施設 

所在地 面積 積替え又は保管を 

行う産業廃棄物の種類 

保管上限及び 

積み上げること

ができる高さ 

広島県廿日市市玖島 

字泉水４５３２番２ 

54.025 ㎡ 

 

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類、金属く

ず、ｶﾞﾗｽくず、ｺﾝｸﾘｰﾄ

くず、陶磁器くず及び

がれき類 

46.17 ㎥ 

屋内保管 

広島県廿日市市玖島 

字泉水４５３２番２ 

15 ㎡ 紙くず 9 ㎥ 

屋内保管 

広島県廿日市市玖島 

字泉水４５３２番２ 

15 ㎡ 木くず 5.4 ㎥ 

屋内保管 

広島県廿日市市玖島 

字泉水４５３２番２ 

159.3 ㎡ 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類、金属く

ず、ｶﾞﾗｽくず、ｺﾝｸﾘｰﾄ

くず及び陶磁器くず 

159.3 ㎥ 

屋内保管 

     ※ｺﾝｸﾘｰﾄくず(工作物の新築、改築又は除去に伴って生じたものを除く) 
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     ※これらのうち石綿含有産業廃棄物及び水銀使用製品産業廃棄物を含み、廃ﾌﾟ

ﾘﾝﾄ配線板、廃ﾌﾞﾗｳﾝ管、鉛蓄電池の電極、鉛製の管又は板、廃石膏ﾎﾞｰﾄﾞ、

廃容器包装、自動車等破砕物、水銀含有ばいじん等、判定基準に適合しない

もの及び特別管理産業廃棄物であるものを除く。 

   

④ 処理施設 

所在地：広島県広島市安佐南区伴西三丁目 8-1 

施設の種類 産業廃棄物の種類 

処理の能力 

t/日(８時間) 

保管面積㎡ 

保管容量㎥ 

構造又は処理方式 

破砕施設 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類 4.17ｔ/日 二軸剪断式破砕機 

(HB-180)  紙くず 2.78ｔ/日 

木くず 3.48ｔ/日 

繊維くず 2.78ｔ/日 

金属くず 6.96ｔ/日 

ｶﾞﾗｽくず、ｺﾝｸﾘｰﾄく

ず（工作物の新築、

改築又は除去に伴

って生じたものを

除く）、陶磁器くず 

4.17ｔ/日 

※これらのうち廃ﾌﾟﾘﾝﾄ配線板、廃容器包装、鉛蓄電池の電極、

鉛製の管又は板、廃ﾌﾞﾗｳﾝ管、廃石膏ﾎﾞｰﾄﾞを含み、自動車等

破砕物及び特別管理産業廃棄物であるものを除く。 

破砕施設 金属くず 1.904ｔ/日 廃蛍光管クラッシャ 

(RJC2 型) ｶﾞﾗｽくず、ｺﾝｸﾘｰﾄく

ず（工作物の新築、

改築又は除去に伴

って生じたものを

除く）、陶磁器くず 

※これらのうち水銀使用製品産業廃棄物（水銀回収義務のある

ものを除く）を含み、自動車等破砕物、廃ﾌﾟﾘﾝﾄ配線板、廃容

器包装、鉛蓄電池の電極、鉛製の管又は板、石綿含有産業廃

棄物、廃ﾌﾞﾗｳﾝ管、廃石膏ﾎﾞｰﾄﾞ及び特別管理産業廃棄物であ

るものを除く。 

圧縮施設 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類 2.752ｔ/日 油圧式縦型圧縮梱包機 

(X-25) 紙くず 3.354ｔ/日 

繊維くず 2.835ｔ/日 

金属くず 2.331ｔ/日 

※これらのうち廃ﾌﾟﾘﾝﾄ配線板、廃容器包装、鉛蓄電池の電極、

鉛製の管又は板を含み、自動車等破砕物及び特別管理産業廃

棄物であるものを除く。 

選別施設 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類 動植物性残さ 

4.8ｔ/日 
袋分離機 

動植物性残さ 
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※これらのうち自動車等破砕物、廃ﾌﾟﾘﾝﾄ配線板、廃容器包装、

石綿含有産業廃棄物及び特別管理産業廃棄物であるものを除

く。 

保管施設 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類 保管容量 106.59

㎥ 

ｺﾝｸﾘｰﾄ床 

ｺﾝｸﾘｰﾄ壁 

紙くず 保管容量 17.43 ㎥ 

繊維くず 保管容量 17.43 ㎥ 

金属くず 保管容量 35.53 ㎥ 

※これらのうち廃ﾌﾟﾘﾝﾄ配線板、廃容器包装、鉛蓄電池の電極、

鉛製の管又は板を含み、自動車等破砕物、石綿含有産業廃棄

物、水銀使用製品産業廃棄物、及び特別管理産業廃棄物であ

るものを除く。 

保管施設 紙くず 保管面積 6.84 ㎡ 

保管容量 10.26 ㎥ 

4ｔｺﾝﾃﾅ 

（鉄製） 

※石綿含有産業廃棄物及び特別管理産業廃棄物であるものを除

く。 

保管施設 金属くず 保管面積 13.44 ㎡ 

保管容量 9.4 ㎥ 

ｺﾝｸﾘｰﾄ床 

ｺﾝｸﾘｰﾄ壁 

※自動車等破砕物、廃ﾌﾟﾘﾝﾄ配線板、廃容器包装、鉛蓄電池の電

極、鉛製の管又は板、石綿含有産業廃棄物、水銀使用製品産

業廃棄物及び特別管理産業廃棄物であるものを除く。 

保管施設 ｶﾞﾗｽくず 廃石膏ボード 

保管面積 13.44 ㎡ 

保管容量 9.4 ㎥ 

ｺﾝｸﾘｰﾄ床 

ｺﾝｸﾘｰﾄ壁 ｺﾝｸﾘｰﾄくず（工作

物の新築、改築又

は除去に伴って生

じたものを除く）

及び陶磁器くず 

※廃石膏ﾎﾞｰﾄﾞを含み、自動車等破砕物、廃容器包装、廃ﾌﾞﾗｳﾝ

管、石綿含有産業廃棄物、水銀使用製品産業廃棄物及び特別

管理産業廃棄物であるものを除く。 

保管施設 ｶﾞﾗｽくず 保管面積 13.44 ㎡ 

保管容量 9.4 ㎥ 

ｺﾝｸﾘｰﾄ床 

ｺﾝｸﾘｰﾄ壁 ｺﾝｸﾘｰﾄくず（工作

物の新築、改築又

は除去に伴って生

じたものを除く）

及び陶磁器くず 

※自動車等破砕物、廃容器包装、廃ﾌﾞﾗｳﾝ管、廃石膏ﾎﾞｰﾄﾞ、石

綿含有産業廃棄物、水銀使用製品産業廃棄物及び特別管理産

業廃棄物であるものを除く。 

保管施設 木くず 保管面積 13.2 ㎡ 

保管容量 19.8 ㎥ 

10ｔｺﾝﾃﾅ 

（鉄製） 

※石綿含有産業廃棄物、水銀使用製品産業廃棄物及び特別管理

産業廃棄物であるものを除く。 

保管施設 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類 保管面積 12.98 ㎡ 

保管容量 22.0 ㎥ 

10ｔｺﾝﾃﾅ 

（鉄製） 
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※自動車等破砕物、廃ﾌﾟﾘﾝﾄ配線板、廃容器包装、石綿含有産業

廃棄物、水銀使用製品産業廃棄物及び特別管理産業廃棄物で

あるものを除く。 

保管施設 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類 保管面積 6.8 ㎡ 

保管容量 8.0 ㎥ 

鉄製ｺﾝﾃﾅ 

動植物性残さ 

※これらのうち自動車等破砕物、廃ﾌﾟﾘﾝﾄ配線板、廃容器包装、

石綿含有産業廃棄物及び特別管理産業廃棄物であるものを除

く。 

保管施設 動植物性残さ 保管面積 6.8 ㎡ 

保管容量 8.0 ㎥ 

鉄製ｺﾝﾃﾅ 

※特別管理産業廃棄物であるものを除く。 

保管施設 金属くず 保管面積 5㎡ 

保管容量 9㎥ 

(1.5 ㎥×6台) 

カゴ台車 

(鉄・ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ製） ｶﾞﾗｽくず 

ｺﾝｸﾘｰﾄくず（工作

物の新築、改築又

は除去に伴って生

じたものを除く）

及び陶磁器くず 

※これらのうち水銀使用製品産業廃棄物（水銀回収義務のある

ものを除く）を含み、自動車等破砕物、廃ﾌﾟﾘﾝﾄ配線板、廃容

器包装、鉛蓄電池の電極、鉛製の管又は板、石綿含有産業廃

棄物、廃ﾌﾞﾗｳﾝ管、廃石膏ﾎﾞｰﾄﾞ及び特別管理産業廃棄物であ

るものを除く。 

保管施設 金属くず 保管面積 5㎡ 

保管容量 2.4 ㎥ 

(0.2 ㎥×12 本) 

ｵｰﾌﾟﾝﾄﾞﾗﾑ缶 

（鉄製） ｶﾞﾗｽくず 

ｺﾝｸﾘｰﾄくず（工作

物の新築、改築又

は除去に伴って生

じたものを除く）

及び陶磁器くず 

※これらのうち水銀使用製品産業廃棄物（水銀回収義務のある

ものを除く）を含み、自動車等破砕物、廃ﾌﾟﾘﾝﾄ配線板、廃容

器包装、鉛蓄電池の電極、鉛製の管又は板、石綿含有産業廃

棄物、廃ﾌﾞﾗｳﾝ管、廃石膏ﾎﾞｰﾄﾞ及び特別管理産業廃棄物であ

るものを除く。 
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（１０）産業廃棄物の処理工程図 
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（１１）取得許可一覧 

①一般廃棄物 

   ・広島市  固形状一般廃棄物収集運搬業許可 期限 R6.3.31 

   ・廿日市市 固形状一般廃棄物収集運搬業許可 期限 R6.3.31 

   ・府中町  固形状一般廃棄物収集運搬業許可 期限 R6.3.31 

    

 ②産業廃棄物（令和5年11月26日現在） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ③古物商 許可番号：731279027081 号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

都道府県・政令市 許 可 番 号
許 可 年 月 日
（ 上 段 ） 許 可 の 年 月 日
（ 下段 ） 許可の有効年月日

燃え殻 汚泥 廃油 廃酸 廃アルカリ
廃プラスチッ
ク類

ゴムくず 金属くず
ガラスくず、コン

クリートくず及び

陶磁器くず
鉱さい がれき類 ばいじん 紙くず 木くず 繊維くず

動植物性残
さ

水銀使用製
品

平 成 30 年 12 月 20 日

令 和 5 年 12 月 19 日

令 和 2 年 8 月 1 日

令 和 7 年 7 月 31 日

平 成 31 年 3 月 17 日

令 和 6 年 3 月 16 日

平 成 31 年 4 月 19 日

令 和 6 年 4 月 18 日

平 成 31 年 4 月 10 日

令 和 6 年 3 月 30 日

令 和 1 年 6 月 2 日

令 和 6 年 6 月 1 日

令 和 4 年 10 月 31 日

令 和 9 年 10 月 30 日

令 和 5 年 6 月 6 日

令 和 10 年 6 月 5 日

令 和 5 年 7 月 30 日

令 和 10 年 7 月 29 日

令 和 2 年 6 月 24 日

令 和 7 年 6 月 23 日

令 和 2 年 6 月 12 日

令 和 7 年 6 月 11 日

都道府県・政令市 許 可 番 号
許 可 年 月 日
（ 上 段 ） 許 可 の 年 月 日
（ 下段 ） 許可の有効年月日

廃石綿等 感染性

令 和 3 年 9 月 15 日

令 和 8 年 9 月 14 日

令 和 3 年 8 月 18 日

令 和 8 年 8 月 17 日

令 和 4 年 3 月 15 日

令 和 9 年 3 月 14 日

令 和 5 年 6 月 6 日

令 和 10 年 6 月 5 日

令 和 5 年 7 月 30 日

令 和 10 年 7 月 29 日

令 和 2 年 6 月 12 日

令 和 7 年 6 月 11 日

都道府県・政令市 許 可 番 号
許 可 年 月 日
（ 上 段 ） 許 可 の 年 月 日
（ 下段 ） 許可の有効年月日

燃え殻 汚泥 廃油 廃酸 廃アルカリ
廃プラスチッ
ク類

ゴムくず 金属くず
ガラスくず、コン

クリートくず及び

陶磁器くず
鉱さい がれき類 ばいじん 紙くず 木くず 繊維くず

動植物性残
さ

令 和 3 年 9 月 30 日

令 和 8 年 9 月 29 日

産業廃棄物収集運搬業 （普通）産業廃棄物の種類

1 広島県 第03411012737号 ★ ★ ★ ★ ★ ● ● ● ● ★ ● ● ★ ★ ★

2 広島市 第07310012737号 ★ ● ★ ★ ★ ● ● ★ ● ★ ★ ● ★ ★ ★

3 山口県 第03500012737号 ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★

4 岡山県 第03303012737号 ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★

5 島根県 第03200012737号 ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★

6 鳥取県 第03104012737号 ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★

7 兵庫県 第02802012737号 ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★

8 香川県 第03709012737号 ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★

9 愛媛県 第03806012737号 ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★

10 福岡県 第04000012737号 ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★

11 大阪府 第02700012737号 ★ ★ ★ ★ ★ ★

特別管理産業廃棄物収集運搬業 （特別管理）産業廃棄物の種類

1 広島県 第03451012737号 ★ ★

2 岡山県 第03350012737号 ★

3 山口県 第03550012737号 ★

4 香川県 第03759012737号 ★

5 愛媛県 第03856012737号 ★

6 大阪府 第02750012737号 ★

産業廃棄物処分業 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　産業廃棄物の種類　　　　　　　　　　　記載の記号について：破（破砕）・圧（圧縮）・選（選別）

1 広島市 第07320012737号 破・圧・選 破・圧 破 選

蛍光灯破砕

破・圧 破 破・圧
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（１２）株式会社大栄クリーナー 会社組織図 

(令和5年11月26日) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 エコアクション２１ 環境経営システム 役割・責任・権限 

職  位 役割・責任・権限 

社長 環境経営システムの最高責任者であり、環境方針の制定、実施体制の整

備、取り組みの評価等を行う。 

専務 

常務 

代表取締役の業務を補佐し、環境経営システムの計画、運用、評価に関

する意思決定に参画する。 

管理部長 

（環境管理責任者） 

環境経営システムを構築し、社内に推進する総責任者である。環境経営

システムの運用状況及び改善点について代表取締役に報告する。 

管理課 

（環境管理事務局） 

環境管理責任者の業務を補佐し、環境経営システムに係る文書・記録管

理、法規制等を含む情報管理、環境目標等を含むデータ管理を担当する。 

各部長 部門における環境経営システムの推進責任者として、社員の指揮、教育

訓練、コミュニケーション、目標推進管理等を担当する。 

社員 環境経営方針を理解し、環境経営システムの各種の計画、手順、順守義

務に取り組む。 

※１．兼務職員については主たる部門に計上しています。

※２．パート・派遣を含む。

（　６３名） （　１１名） （　５名）

専 務

取締役

参与

常 務

取締役

代表取締役

社 長

統括部長 営業本部長

社長室長

管理部業務部 営業部
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２．理念・方針 

 

企業理念 

 英知と経験による廃棄物処理のプロ集団を目指し、絶えざる革新で循環型社会の構築

を実現する。 

 

基本方針 

 当社では、社員一人ひとりが法令遵守を徹底し、企業価値の向上・収益拡大を図り 

社会的責任を果たします。 

 

  お客様の立場に立って可能な限り廃棄物のリサイクル化に挑戦し『適正分別』『適正

処理』『適正価格』を基本方針とします。 

 

  事業の迅速かつ透明性を高め、執行権限と責任を明確化し監督機能の強化を図り、コ

ンプライアンス、情報管理、廃棄物の適正処理等々を進め、コーポレートガバナンス

の強化を図ります。 

 

環境経営方針 

  私達は、企業理念及び基本方針に則り、一般廃棄物・産業廃棄物の収集運搬及び処理

業務に関わるすべての事業活動を通じて法規制等の遵守及び環境保全と汚染の予防に

取り組み、持続可能な経済発展と地球環境とが調和する循環型社会の形成に貢献しま

す。 

私達は、本方針を実現するために、定量的又は定性的に判定可能な環境目的・環境  

目標を設定・運用し、定期的に見直すとともに、継続的改善を推進します。 

 

制定 平成３０年４月１日 

                      株式会社 大栄クリーナー 

代表取締役 高 島 一 義 
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３．大栄クリーナーとＳＤＧＳ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）持続可能な開発目標（SDGs）とは 

持続可能な開発目標（SDGs）とは，2001 年に策定されたミレニアム開発目標

（MDGs）の後継として，2015 年 9 月の国連サミットで採択された「持続可能な開発

のための 2030 アジェンダ」にて記載された 2016 年から 2030 年までの国際目標で

す。持続可能な世界を実現するための 17 のゴール・169 のターゲットから構成さ

れ，地球上の誰一人として取り残さない（leave no one behind）ことを誓ってい

ます。SDGs は発展途上国のみならず，先進国自身が取り組むユニバーサル（普遍

的）なものであり，日本としても積極的に取り組んでいます。（出典：外務省 HP） 

 

（２）大栄クリーナーの取組み 

   当社は、廃棄物の収集運搬・処理及びリサイクル事業において SDGs を意識し、持

続可能な社会発展に貢献できる企業を目指します。 
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４．環境経営目標とその実績 

 

（１）環境経営目標 

   環境への負荷の自己チェック結果等を踏まえて「環境経営目標」を以下のとおり定

めました。 

 ※二酸化炭素排出係数は中国電力の 2023 年度実績の調整後排出係数 0.511kg-co2/kWh

を使用しています。 

 ※化学物質は適正に使用しています。 

 

        期 

 

項 目 

（関連する SDGs ゴール） 

H29.4～ 

H30.3 期 

R3.10 

～R4.9 

R4.10 

～R5.9 

R5.10 

～R6.9 

（基準年

度） 
（目標） （目標） （目標） 

 
 
 
 
  

二酸化炭素
排出量 

kg-CO2 1,028,694 
1,018,407 

（1%減） 

1,018,407 

（1%減） 

1,018,407 

（1%減） 

 
 
 
  

自社内での
一般廃棄物
削減（廃棄
物排出量削
減） 

Kg/年 1,980 
1,960 

（1%減） 

1,960 

（1%減） 

1,960 

（1%減） 

 
 
 
 
  

上水使用量 ㎥ 1,844 
1,825 

（1%減） 

1,825 

（1%減） 

1,825 

（1%減） 

 
 
 
 
 
 
 
 
  

中間処理量
の増加 

ｔ 15,233 
15,537 

（2%増） 

15,537 

（2%増） 

15,537 

（2%増） 

 
 
 
  

交通事故 
防止 

事故 
件数 

R1.7～R2.6 期 

28 
－ 27 26 
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（２）令和４年度の環境経営目標達成状況（R4.10～R5.9） 

 

 項 目 

（関連する SDGs ゴール） 
目標値 実績 評価 

 
 
 
  

二酸化炭素
排出量 

kg-CO2 1,018,407 1,039,273 未達成 

 
 
 
  

自社内での
一般廃棄物
削減（廃棄
物排出量削
減） 

Kg/年 1,960 1,706 達成 

 
 
 
  

上水使用量 ㎥ 1,825 1,006 達成 

 
 
 
 
 
 
 
 
  

中間処理量
の増加 

ｔ 15,537 15,040 未達成 

 
 
 
  

交通事故 
防止 

事故 
件数 

27 21 達成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜トピックス＞ 

 主要な環境経営目標に関する実績について、近年の推移は次のとおりでした。 

 



18 

二酸化炭素排出量の増減            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 中間処理量の増減 

 

 

 

  

電気使用量を中心に総じてエネル

ギー使用量を削減したが、収集運

搬量の増加に伴う軽油の使用料増

加もあり、全体としては微減とな

った。 

木くず、金属くず、廃石膏ボード、

廃プラスチック類等を中心に中間

処理量を若干持ち直した。 
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５．環境経営計画の内容、取り組みの評価、次年度の取組内容 

（１）環境経営計画（令和 4 年度）・評価    期間 令和 4 年 10 月～令和 5年 9 月 

項目 部門 取り組み手段 評価 

二酸化炭素排出量の削

減 

管理部・

営業部 

 

（大可） 

・エコドライブ（営業部） 問題なし 

・節電（管理部・営業部） 問題なし 

自社内での一般廃棄物

の削減（廃棄物排出量削

減） 

・ﾐｽｺﾋﾟｰ削減、両面コピー、 

裏紙使用（管理部・営業部） 

 

問題なし 

中間処理量の増加 
・新規開拓（営業部） 

 

新規案件増加するも、更

なる増加を期待 

交通事故の 

防止 

 

・2人以上で乗車する際、狭小地を

後退する際は誘導する。 

・車線変更時などは、死角は目視確

認する。 

・急加速、急ハンドル、急ブレーキ

をかけない 

問題なし 

 

項目 部門 取り組み手段 評価 

二酸化炭素排出量の削

減 

収集運搬

部門・工

場 

 

（大可） 

・エコドライブ（収集運搬部門、工場） 問題なし 

・節電（工場） 問題なし 

上水使用量の削減 

・洗車・清掃時節水の意識づけ 

（収集運搬部門、工場） 

 

問題なし 

中間処理量の増加 
・生産性向上（収集運搬部門、工場） 問題なし 

交通事故の 

防止 

・2 人以上で乗車する際、狭小地を後

退する際は誘導する。 

・車線変更時などは、死角は目視確認

する。 

・急加速、急ハンドル、急ブレーキを

かけない 

走行中のコンパネへの

接触事故発生につき、

取組手段を追加すす

る。 

 

（２）環境経営計画（令和 5 年度）      期間 令和 5 年 10 月～令和 6年 9 月 

項目 部門 取り組み手段 

二酸化炭素排出量の削

減 

管理部・

営業部 

 

（大可） 

・エコドライブ（営業部） 

・節電（管理部・営業部） 

自社内での一般廃棄物

の削減（廃棄物排出量削

減） 

・ﾐｽｺﾋﾟｰ削減、両面コピー、 

裏紙使用（管理部・営業部） 

 

中間処理量の増加 
・新規開拓（営業部） 

 

交通事故の防止 

 

・2人以上で乗車する際、狭小地を後退する際は誘導する。 

・車線変更時などは、死角は目視確認する。 

・急加速、急ハンドル、急ブレーキをかけない 

・コンパネ付きのダンプは運転手も助手も高さを意識する。 
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項目 部門 取り組み手段 

二酸化炭素排出量の削

減 

収集運搬

部門・工

場 

 

（大可） 

・エコドライブ（収集運搬部門、工場） 

・節電（工場） 

上水使用量の削減 

・洗車・清掃時節水の意識づけ 

（収集運搬部門、工場） 

 

中間処理量の増加 

 

・生産性向上（収集運搬部門、工場） 

交通事故の 

防止 

・2人以上で乗車する際、狭小地を後退する際は誘導する。 

・車線変更時などは、死角は目視確認する。 

・急加速、急ハンドル、急ブレーキをかけない 

・コンパネ付きのダンプは運転手も助手も高さを意識する。 

 

＜トピックス＞ 

（１）産業廃棄物のリサイクル 

   当社は、産業廃棄物のリサイクルに力を入れています。写真のように、受け入れた

産業廃棄物を手作業で解体し、資源毎に選別し、リサイクル 100％を目指していま

す。 

●中央処理装置 

 

 

 

 

 

 

 

    【受入時】                 【解体・選別後】 

●ＨＤＤ 

 

 

 

 

 

 

 

    【受入時】                 【解体・選別後】 

 

 

（２）廃蛍光管の処理 
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平成 29 年 10 月 1 日から施行となった「水銀使用製品産業廃棄物」の処理基準が追

加されたのを受けて、当社でもお客様からの要望が特に多い「廃蛍光灯、水銀灯」

などの廃蛍光管専用破砕設備の許可を整備しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）総合リユースショップ ＦＯＲ ＹＯＵ 

当社は、新事業部門として 2018 年１月より買取り専門のショップ-FORYOU（フォ 

ーユー）を立ち上げ、不要となった家具・家電などの買取り・販売を行っていま

す。 
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（４）遺品整理のご相談をお受けしております 

   遺品整理とは 

◇遺品とは 

故人の身の回りのものや日常的に使っていたもの、家族のために残した遺産な

ど、その人にゆかりのある全てのものを指します。 

◇遺品整理の意味合い 

故人の私物を整理すると、その人が生きていた証となるものとあらためて向き合

うことになるため、残された人たちは再び悲しみや寂しさに包まれてしまうこと

になります。 しかし、遺品をそのままの状態で残しておくと、見るたびに故人

の思い出がよみがえり、心が重くなってしまうこともあるでしょう。 遺品を整

理している間は、ほんの一時の寂しさを感じるでしょうが、故人の私物を丁寧に

仕分け、片付けていくことで、気持ちの整理につながります。 故人との思い出

や記憶の架け橋となる大切な遺品の整理は、本来であればじっくりと時間をかけ

て行いたいものです。しかし、故人が賃貸マンションやアパートを借りていた場

合は、すみやかに部屋を明け渡す必要があるため、早い段階で遺品整理を始める

必要があります。 

   ◇ご相談お受けしています。 

故人様が生前大切にされていた品物を見ると、思い出がよみがえってこみ上げて

きたお気持ちを抑えることができず、作業に手が付かなくなってしまうという場

面も少なくありません。 遺品整理は作業内容としても、精神的にも負担が大き

いものです。そのような場合には、遺品整理業者へ依頼することも一つの手段で

す。 我々遺品整理プロスタッフは、遺品整理士の資格を持つ作業員が、ご家族

様のお気持ちを尊重し、故人様を想いながら丁寧に作業をいたします。 また、

お部屋をキレイにした後の不用品の処分やご供養、形見分けの配送まで全てサポ

ートさせていただきます。遺品整理のお悩みはどんなことでもご相談下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）社会貢献活動 



23 

   社会の一員である企業として、私たち(株)大栄クリーナーは、ハローワーク・特別支

援学校の皆様と共に、障害を持つ子供たちの社会生活自立に向けた企業就労の場と

して、また、作業現場での産業実習の場として、職業自立できるよう支援しています。 
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６．環境関連法規等の順守状況及び違反、訴訟等の有無 
 

該当する法規制等 順守評価 備考 

1 廃棄物処理法 ○  

2 騒音規制法 ○  

3 振動規制法 ○  

4 フロン排出抑制法 ○  

5 自動車リサイクル法 ○  

7 道路運送車輌法 ○  

8 道路交通法 ○  

 

 環境関連法規への違反及び関係当局からの違反等の指摘はありません。 
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７．代表者による全体の評価と見直し・指示 

環境管理責任者報告  実施日 2023 年 10 月 20 日 

№ 項   目 報 告 内 容 

1 環境経営目標の達成状況 環境経営目標５項目中、３項目で目標達成で

した。 

これらの項目は、引き続きパフォーマンス向

上に努めます。 

今期から新たに、交通事故削減目標に新たに

取り組み、目標達成しました。 

2 環境経営計画の実施状況 産業廃棄物処分の新規契約の増加、省エネに

更なる改善を行います。 

3 是正及び予防措置に関する情報 事故発生に伴う是正処置を 1 件実施しまし

た。効果を確認した旨報告を受けています。 

4 法規制等に関する情報 違反事項の発生はありません。今後も視野を

広く、法令を順守していきます。 

また、地域住民等からの苦情はありませんで

した。 

5 前回までの見直し結果に対する

フォローアップ 

前回の代表者指示事項に対し、継続して取り

組んでおります。 

6 環境に関する社会情勢の変化、

人々の認識の変化、技術の進歩

などの諸環境の変化 

気候変動により夏季の作業環境は暑熱下での

過酷なものとなりつつあります。 

7 当社の事業領域の変化 現時点での変化はないが「がれき類」の中間

処理（破砕）、「鉱さい」の収集運搬の許可を

新規取得に向け準備中です。 

8 内外から寄せられた改善のため

の提案 

特になし。 
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代表者の指示事項 

№ 
項   目 

変更の必要性 
指 示 内 容 

有り 無し 

1 環境経営方針  ○ 現状、変更の必要はありません。 

2 環境経営目標及び 

環境経営計画 

 ○ 

5 項目中、未達成であった 2 項目

に関しては、今期末達成に向け計

画的に取り組みます。その他の項

目に関しては、引き続き悪化の無

い様、全員で取り組みます。 

3 環境経営システムの為の組

織 
 ○ 

現状、変更の必要はありません。 

4 その他、環境経営システム

に関する要素 
 ○ 

全社員の意識を向上させ、成果に

つなげます。 

 

 


